
デフリンピックとは

第25回夏季デフリンピック競技大会　東京2025
（略称）東京2025デフリンピック

デフリンピックとは、４年に１度開催される、きこえない・
きこえにくいアスリートのための国際スポーツ大会です。
日本初開催となる2025年は、100周年の節目となる大会です。

選手数
約3,000人

東京都内会場（東京体育館、駒沢オリンピック
公園総合運動場ほか）、福島県、静岡県

21競技

デフスポーツの
魅力や価値を伝え

人々や社会とつなぐ

世界に、
そして未来に

つながる大会へ

大会ビジョン

●競技中は補聴器などを外して、 全員が公平にきこえない立場となって競技を実施します。

（土）11.15
〜26（水）

70～80か国・地域

東京2025デフリンピック

2025

大会概要

大会名称

参加国

競技会場

人々の繋がりを意味する「輪」をテーマに、デフコミュニティの代表的なシン
ボルである「手」を表している。デフリンピックを通して「輪」が繋がった先
には、新たな未来の花が咲いていくことを表現。

大会エンブレム

”誰もが個性を活かし
力を発揮できる″
共生社会の実現

スタートの合図がわかるようにランプが点滅

開催日程

●世界各国から集まる参加者が国際手話をはじめとした様々な方法でコミュニケーション
　を展開しています。

▷視覚的保障 ▷「デフリンピック」の手話表現

両手2指で輪をつくり、輪を向かい合
わせるようにして交互に2回つける

注意喚起の合図として
ランプが点滅

●「耳」がきこえなくても「目」で見て分かる 工夫(視覚的保障)がされています。

デフリンピックの特徴

競技数


